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△ 林業試験場メールマガジン

△△△ ▲
△△△△▲▲▲ 『北の森の達人』

□▲▲▲▲▲
----□----■----================================================= Vol.37 第37号

□■□読者の皆様へ□■□

いつも林業試験場メールマガジン『北の森の達人』をお読みいただき、
ありがとうございます。

林業試験場の試験林もすっかり緑が目立ってきました。これから本格的な桜の時期です。

林業の現場で働く方々にとっても良い季節になったことと思いますが、労働安全には、
十分にお気をつけください。

「光珠内季報」の１７１号を発刊しました。なお、「光珠内季報」については、誠に勝手
ながら、今回の１７１号をもって製本版の発行を中止し、インターネット上での掲載のみ
とさせていただきます。今後とも発行の際は本メールマガジンでお知らせしますので、当
場のホームページ(http://www.fri.hro.or.jp/kanko.htm）よりご覧いただきますようお願
いします。

また、北海道林業試験場研究報告第５１号も３月末に発刊していますので、是非ご一読
をお願いします。

林業試験場メールマガジン『北の森の達人』は、北海道の森林・林業・身近な
みどりに関わる情報を皆様に直接お届けするメールマガジンです。
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■刊行物ダイジェスト・・・・・・・光珠内季報第１７１号（2014.3発行）
・・・・・・・北海道林業試験場研究報告第５１号（2014.3発行）
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光珠内季報第１７１号
○パッチワーク状混植の経費を考える （中川昌彦）
○森林バイオマスのエネルギー収支を考える（酒井 明香）
○ヒグマによる農業被害の軽減をめざして

－被害農地の立地解析によりハザードマップを作成する－
（長坂 晶子）

北海道林業試験場研究報告第５１号
○ナラフサカイガラムシによるミズナラの被害

（原 秀穂、寺澤 和彦、徳田 佐和子、小野寺 賢介、滝谷 美香）
○トドマツ人工林の地位指数曲線の改訂 （滝谷 美香）
○過去に報告された道内のカラマツ天然更新地の現況

（中川昌彦）
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■パンフレットの紹介 新しい普及用パンフレットを作成しました。

・地域で活かそう森林バイオマス
・道南ヒバの育成－育成状況と保育管理

当場のホームページ( http://www.fri.hro.or.jp/kanko/fukyu/pamph.htm）よりご覧い
ただけます。

http://www.fri.hro.or.jp/kanko.htm
http://www.fri.hro.or.jp/kanko/fukyu/pamph.htm


■発行・編集
地方独立行政法人北海道立総合研究機構 森林研究本部林業試験場
〒079-0198 北海道美唄市光珠内町東山

■問い合せ
企画調整部普及グループ
電子メール forestry-mmg@hro.or.jp

■記事の取り扱い
林業試験場メールマガジンに掲載された記事を転載することはご遠慮ください。
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